
辞
任
後
、
明
治
四
年
春
、
横
浜
の
元
弁
天
通
り
に
建
設
さ
れ
た
仮
病
院
に
週
一
回
の
割
合
で
勤
務
し
た
。

こ
の
頃
、
即
ち
明
治
五
年
一
月
、
シ
モ
ン
ズ
は
神
奈
川
県
令
あ
て
に
、
「
防
蒜
法
建
立
執
行
之
儀
」
の
建
言
書
を
提
出
。
こ
れ
が
採
用
さ
れ
、

神
奈
川
権
令
大
江
卓
が
立
案
し
指
導
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
、
明
治
六
年
の
「
家
作
建
方
条
目
」
で
あ
る
。
更
に
同
年
五
月
、
同
県
令
あ
て

に
「
売
薬
取
締
ま
り
の
建
言
害
」
を
提
出
。
こ
の
意
見
も
影
響
し
て
明
治
六
年
十
一
月
、
東
京
医
学
校
内
に
製
薬
学
校
が
併
設
さ
れ
た
と
い

勤
務
し
た
。

わ
れ
る
。

さ
て
、

特
別
講
演
②

，
．
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
ロ
ロ
四
月
国
．
盟
昌
昌
○
易
は
最
初
の
米
国
和
蘭
改
革
派
教
会
派
遣
宣
教
師
と
し
て
、
安
政
六
年
十
一
月
一
日
、
神
奈
川

に
到
着
、
近
く
の
宗
興
寺
に
住
ん
だ
が
、
翌
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
秋
に
は
、
夫
人
が
極
端
な
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
辞
職
し
、
完
全
な
る
医
師
と
し
て
の
道
を
選
び
、
居
留
民
の
医
師
と
し
て
開
業
し
た
。

そ
の
後
、
翻
然
、
欧
州
に
渡
り
、
英
独
仏
の
「
大
家
碩
学
卜
其
術
ヲ
討
論
研
究
シ
」
、
再
来
日
し
た
。

帰
国
後
、
Ｇ
・
Ｆ
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
く
閏
蔚
鳥
》
の
昌
号
蜀
風
号
冒
の
推
薦
に
よ
り
、
明
治
三
年
三
月
、
大
学
束
校
に
奉
職
し
、
約
一
年
間

前
述
の
仮
病
院
が
不
幸
に
し
て
焼
失
す
る
と
権
令
大
江
卓
は
病
院
の
必
要
性
を
説
き
、
再
建
を
勧
説
し
、
明
治
五
年
九
月
、
市
中

米
医
，
．
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
に
つ
い
て

荒
井
保

男
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の
著
書
が
あ
る
。
当
時
も
て
は
や
さ
レ

ズ
直
伝
と
さ
れ
る
薬
用
石
鹸
も
あ
る
。

共
立
病
院
を
設
立
。
こ
れ
が
明
治
七
年
十
全
医
院
と
改
称
さ
れ
る
が
、
「
官
特
二
之
ヲ
保
護
セ
ザ
レ
バ
益
々
盛
大
二
運
歩
ス
ル
能
ハ
ズ
」
と
し

て
、
明
治
六
年
六
月
よ
り
シ
モ
ン
ズ
は
神
奈
川
県
雇
医
に
任
命
さ
れ
た
。
月
給
三
百
二
十
円
。

以
後
、
十
全
医
院
の
全
権
を
与
え
ら
れ
、
十
全
医
院
の
看
板
医
者
と
し
て
活
躍
、
名
医
の
名
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
．
な
か
で
も
、
①
人

体
解
剖
と
脚
気
死
亡
患
者
の
病
体
解
剖
、
②
明
治
十
年
、
十
一
年
と
続
く
コ
レ
ラ
大
流
行
の
際
の
治
療
と
予
防
、
③
県
下
全
般
へ
の
種
痘
の

励
行
と
実
施
（
種
痘
済
の
者
に
種
痘
証
明
書
の
交
付
）
な
ど
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
業
績
で
あ
る
。
梅
毒
の
治
療
に
も
す
ぐ
れ
、
『
徽
毒
小
箒
』

の
著
書
が
あ
る
。
当
時
も
て
は
や
さ
れ
た
駆
虫
剤
セ
メ
ン
エ
ン
は
、
巷
間
で
は
シ
モ
ン
ズ
の
創
始
に
か
か
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
シ
モ
ン

帰
国
後
は
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
州
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
住
み
、
こ
の
地
に
あ
っ
て
、
留
学
し
て
来
た
福
沢
諭
吉
の
息
子
、
一
太
郎
、
捨
次
郎
の
後

見
役
と
な
り
、
と
く
に
一
太
郎
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
入
学
に
尽
力
し
た
り
、
海
外
視
察
の
た
め
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
滞
在
中
の
浜
口
悟
陵
に
多

大
の
便
宜
を
あ
た
え
た
り
し
た
。
慶
応
義
塾
「
大
学
部
」
の
設
置
に
貢
献
し
た
ア
ー
サ
・
ナ
ッ
プ
ン
吋
言
曾
〆
目
ｇ
の
来
日
（
明
治
二
十
一
年
）

に
も
か
か
わ
り
を
も
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

シ
モ
ン
ズ
は
、
か
ね
て
か
ら
の
希
望
が
叶
い
、
明
治
十
九
年
十
二
月
再
び
来
日
、
以
後
、
福
沢
の
知
遇
を
得
て
、
三
田
山
上
に
居
を
構
え
、

す
べ
て
が
欧
化
さ
れ
、
日
本
固
有
の
醇
風
美
俗
が
失
わ
れ
て
行
く
の
を
歎
き
、
日
本
主
義
陣
営
の
闘
士
と
し
て
、
時
事
新
報
に
論
説
を
は
り

健
筆
を
ふ
る
っ
た
が
、
不
幸
病
を
得
て
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
九
日
、
死
亡
し
た
。
時
に
五
十
歳
、
死
因
は
腎
炎
で
あ
っ
た
。

患
、
文
字
通
り
生
壺

ら
す
仲
と
な
っ
た
。

明
治
六
年
、
福
洞

共
に
し
、
成
医
会
跨

メ
リ
カ
に
帰
っ
た
。

シ
モ
ン
ズ
と
福
沢
諭
吉
と
の
交
遊
も
ま
た
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
、
明
治
三
年
、
シ
モ
ン
ズ
三
十
六
歳
。
こ
の
年
福
沢
は
発
疹
チ
フ
ス
に
罹

・
文
字
通
り
生
死
の
間
を
さ
ま
よ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
シ
モ
ン
ズ
が
福
沢
の
一
命
を
救
っ
た
こ
と
か
ら
、
福
沢
の
信
任
を
得
、
肝
胆
相
照

年
、
福
沢
が
義
塾
構
内
に
慶
応
医
学
所
を
設
立
す
る
と
、
臨
床
講
義
を
う
け
も
つ
一
員
と
な
り
、
以
後
、
松
山
棟
庵
ら
と
行
動
を

成
医
会
に
も
か
か
わ
り
を
も
ち
、
英
米
医
学
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
明
治
十
三
年
三
月
、
十
全
医
院
を
辞
し
、
故
国
ァ
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